
本日のプログラム

④

(1) 2021(令和３)年 8月26日発行 ＜会員増強・新クラブ結成推進月間＞
国際ロータリー 第２５００地区 第４分区

遠軽ロータリークラブ

会長報告 黒坂 貴行 副会長②
皆さん、こんにちは。
本間会長は会議所公務のため欠席です。代わっ

て私から報告します。
本日のプログラムはゲスト卓話となっていまし

て、遠軽町長: 佐々木修一様をお迎えしていま
す。佐々木町長、お忙しいところ、お越しいただ
きまして、誠にありがとうございます。後ほどよ
ろしくお願いいたします。
今、全国的に新型コロナ（デルタ株）が感染爆

発しています。
災害的な感染爆発と表現する専門家もいます。
連日、各地で過去最多を記録していて、全国の

感染者数は２万人を超えて、昨日は23,918人と
いう状況です。
夏休み期間に加えお盆での人の移動が影響して

いるということですが、札幌においては競歩、マ
ラソンの開催も関係があったのかもしれません。
全道的にも感染者数が増えてきていて、旭川では
2日連続して50人を超えていますし、中核都市で
も急増しています。

オホーツクでも昨日は16人感染者が出まし
た。遠軽でも､、昨日PCR検査で陽性者がでたと
聞いています。すぐ身近まできている感覚です。
会員の皆さんにおかれましても、ワクチンを２

回接種した方が多いとは思いますが、ブレイクス
ルーも危惧されますので、さらに、しっかりと徹
底した感染予防の行動をお願いいたします。

幹事報告 髙橋 義詔 幹事③
１．3,000回記念ワインの個別注文を締め切りま
した。購入ご協力ありがとうございました。

２．本日、例会終了後に臨時理事会を開催します。
・遠軽町にてコロナ感染者が確認されています

ので「今後の例会について」

★開 会 点 鐘：黒坂 貴行 副会長
★国 歌：－
★Ｒ ソ ン グ ：我等の生業
★四つのテスト：－

第３００１回例会記録
日時：2021年８月19日(木)12:30～
会場：ホテルサンシャイン ２Ｆ
司会：前島 英樹 ＳＡＡ⑤
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本日のプログラム ゲスト卓話
河原英男プログラム委員長④

本日は遠軽町長の佐々木修一様の卓話です。
テーマ「温故知新」

遠軽町長 佐々木 修一 様①

自治体のあり方を考えるときには、自治体とは
何かという基本が大切である。

基本を知るためには過去を知ること、すなわち
「温故知新」が大切となる。

地方自治制度が慶応４年、明治元年に始まり市
町村の発生に繋がった。
◎初期の市町村の大事な仕事はなにであったか
1．インフラ整備

①道路 ②水道
2．義務教育の実施

①小中学校 【2面へ】
【名前等後の○数字は写真の番号】
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8月12日 42 38 29 2 81.6%
8月19日 42 38 29 76.3%
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【事務局】〒099-0415 北海道紋別郡遠軽町岩見通南２丁目 遠軽商工会議所内
Tel 0158-42-5201 Fax 42-5134 E-mail：info@engaru-rc.com

【例会場/日】北海道紋別郡遠軽町大通北１丁目 ホテルサンシャイン Tel 0158-
42-1151 毎週木曜日12:30～13:30 ＊第3木曜日は夜間例会 18:00～(19:00)
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加藤幸徳 本前信之

ニコニコＢＯＸ 大西 孝拡 親睦活動委員長⑥
吉川 紘君⑦ 北海道家庭学校後援会会長を

大西君に引き継いで頂いて 10,000円
2021-22年度合計107,000円

☆閉会点鐘:黒坂貴行副会長☆今月会報:佐藤直也委員
2021-22_7th-02

【1面より】
・人が往来、定住し産業を興し生活するのに必須
・明治期のヨーロッパ列強がアジア進出を進め
る弱肉強食の国際情勢のなか、日本が近代国家
として主権を守り生き残るために必須
・今は市町村における仕事の中で福祉、防災、
医療などのウェートも大きいが、明治以降、地
方自治の長い歴史でみると最近のこと。

国があり、都道府県があり、市町村がある。
法律上は都道府県と市町村は同等となっている
が、近年この3者の行うことの境界があいまいに
なってきている。本来道がやるべき厚生病院産
婦人科の医師問題とか遠軽高校の下宿の確保な
どは、町がやったり民間がやってくれたりして
いる。
◎町づくりの基本

インフラ整備、義務教育の実施を基本とし現
代の遠軽に対応した政策
１．道

①道の駅▷高規格道路の延伸に併せ整備；老
朽化したロックバレースキー場ロッジ建替え
を併せ整備；スキー場整備
・オホーツクの玄関口、発信基地

２．水
①浄水場整備▷生田原浄水場整備；安国浄水
場整備；白滝浄水場整備
②清川浄水渇滞水地整備▷大雨断水対策、渇
水対策 Ｒ３完成予定
③農業用水▷丸瀬布～若咲内 Ｒ４完成予定
；豊里 Ｒ３完成予定
④大雨災害東町住宅地浸水対策▷40号線中央
幹線排水路～生田原川水抜き

３．教え
①遠軽高校等支援▷下宿、通学、部活動（小
中含む）
②福路球技場整備
③芸文センター新築▷小中高吹奏楽

４．命
①遠軽厚生病院▷
通常医療支援、新型コロナ対策

道の駅の整備は早くやりたかったがごみの焼
却炉を先に作らなければならず、この時期とな

った。コロナによって道の駅の参考となるよう
な収支決算が分からないのが残念だ。

また、紋別方面と北見方面への二つの大きな
環状道路の整備も、物流と医療にとって絶対に
必要なことである。

浄水場も今までは大雨や渇水に弱く、綱渡り
をするような運営が続いたが、この対策もでき
てきた。

遠軽はこの地域の医療と教育の中心であるの
で、両者ともになんとしてでも守らなくてはな
らない。遠軽高校については下宿生と通学生あ
わせて128名を対象に2千万円に近い補助を出
し、学年5クラスの維持を保つよう努力してい
る。もし4クラスに減るといろいろな面で決定的
なマイナスを被ることになる。地区医療の中心
である厚生病院にも、湧別佐呂間とあわせて2億
円の補助を給与し、医療の安定に努めている。

◎遠軽町の構造
・オホーツクの1/２を占める遠軽紋別地方の１

次産業を支える医療、教育
・その医療、教育の維持に欠かせない遠軽自衛

隊駐屯地
◎持続可能な遠軽町
・過去から学び次世代へ
・何故合併したか
・財政、経済、人材

※事業名は一般に解りやすくするため正式名
称は使用していない

これらの基本的な知識をよく知っていただい
たうえで、これからの遠軽をどうしていくの
か、よく考えてほしい。

コロナについては陽性者が増えてきている
が、昨年の最初のころクラスターが発生したよ
うなこととは全く違っている。厚生病院の機能
維持がカギとなっていて、その様子を見ながら
町としての対応を考えている。


